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アカウミガメの産卵　　南部町千里海岸

南部町の千里海岸にはこの時期、産卵を迎えた母ウミガメが

数多く上陸します。静かな夜の砂浜で、ゆっくりと時間をか

けて産み落とされる新しい生命・・・・。古代から連綿と続く

この営みを、そして自然豊かなこの海岸を、いつまでも守り

続けていきたいものです。
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６
月
は
、
こ
の
地
域
の
特
性
と

い
え
る
「
梅
の
収
穫
」
時
期
の
た

め
、
合
併
協
議
会
は
お
休
み
を
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
回
は
、
５
月
の
第
５

回
協
議
会
で
提
案
さ
れ
た
、
『
新

町
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
素
案
　
そ

の
１
）
』
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
市
町
村
の
合
併

の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
５
条
に

基
づ
き
作
成
す
る
も
の
で
、
南
部

町
と
南
部
川
村
が
合
併
後
に
新
町

を
建
設
し
て
い
く
た
め
の
基
本
方

針
を
定
め
る
と
と
も
に
、
基
本
方

針
に
基
づ
く
各
分
野
の
施
策
の
方

向
を
示
し
、
総
合
的
か
つ
効
果
的

に
そ
の
実
現
性
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
新
町
の
速
や
か
な
一
体
性
を

促
進
し
、
均
衡
あ
る
発
展
と
住
民

福
祉
の
向
上
な
ど
を
進
め
ま
す
。

計
画
の
期
間
は
、
合
併
年
度
と

平
成
17
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま

で
で
す
。

新
町
の
将
来
像

新
町
は
、
南
部
川
水
系
の
豊

か
な
自
然
の
恵
み
を
一
身
に
受

け
、
「
梅
」
、
「
備
長
炭
」
、
「
魚

介
」
と
い
っ
た
特
産
品
の
生
産

な
ど
を
生
業
と
す
る
ま
ち
で

す
。
特
に
、
梅
、
備
長
炭
の
生

産
量
は
日
本
一
で
あ
り
、
全
国

的
に
見
て
も
活
力
の
あ
る
特
徴

的
な
町
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

森
林
、
温
泉
、
海
な
ど
自
然

資
源
に
も
恵
ま
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
自
然
資
源
が
も
た
ら
す

「
潤
い
」、「
安
ら
ぎ
」、「
交
流
」、

「
安
心
・
安
全
」
な
ど
様
々
な

公
益
的
機
能
が
集
積
し
て
お

り
、
買
い
物
や
食
事
な
ど
の
日

常
的
な
都
市
サ
ー
ビ
ス
も
利
用

で
き
る
と
い
う
生
活
様
式
を
実

現
で
き
る
地
域
で
す
。

南
部
町
と
南
部
川
村
の
そ
れ

ぞ
れ
の
恵
ま
れ
た
環
境
（
人
・

自
然
・
産
業
な
ど
）
が
１
つ
の

ま
ち
と
し
て
コ
ン
パ
ク
ト
に
お

さ
ま
る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の

力
が
合
わ
さ
っ
て
よ
り
活
力
に

満
ち
た
力
強
い
ま
ち
に
な
る
と

と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
重

視
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

行
政
面
に
お
い
て
も
、
農
林

漁
業
や
商
工
振
興
、
市
街
地
整

備
、
環
境
保
全
な
ど
の
各
分
野

の
施
策
を
、
地
域
一
体
の
も
の

と
し
て
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
つ
つ

実
施
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
で

き
ま
す
。

又
、
今
日
の
社
会
的
潮
流
の

も
と
で
は
、
各
種
規
制
緩
和
な

ど
に
よ
る
選
択
の
自
由
が
も
た

ら
さ
れ
る
反
面
、
都
市
や
企
業

な
ど
の
競
争
は
激
化
し
て
お

り
、
常
に
社
会
の
動
向
に
配
慮

し
つ
つ
、
地
域
な
ど
を
運
営
し

て
い
く
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
ま

す
。
Ｊ
Ｒ
紀
勢
本
線
、
白
浜
空

港
、
高
速
道
路
な
ど
、
広
域
交

通
網
や
情
報
基
盤
の
整
備
を
背

景
と
し
て
、
全
国
、
世
界
と
の

「
人
・
モ
ノ
・
情
報
」
の
交
流

を
図
り
つ
つ
、
活
力
あ
る
特
徴

的
な
町
の
輝
き
を
さ
ら
に
増
し

て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
新
町
の
将
来
像

と
ま
ち
づ
く
り
の
柱
を
左
図
の

よ
う
に
掲
げ
て
、
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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人
　
口

南
部
町
と
南
部
川
村
が
合
併

す
る
と
、
人
口
１
４，

７
３
４

人
（
平
成
12
年
の
国
勢
調
査
）

と
な
り
ま
す
。

産
業
別
就
業
者
割
合
を
見
る

と
、
２
町
村
全
体
で
第
一
次
産

業
が
41
・
４
％
と
な
り
、
全
国

平
均
（
５
・
０
％
）
や
県
平
均

（
10
・
６
％
）
と
比
較
し
て
も

極
め
て
高
く
、
典
型
的
な
農
林

水
産
業
主
体
の
ま
ち
で
あ
る
と

言
え
ま
す
。

又
、
世
代
別
の
人
口
構
成
を

見
る
と
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者

比
率
が
23
・
５
％
と
な
っ
て
お

り
、
や
は
り
全
国
平
均
（

・

３
％
）
や
県
平
均
（
21
・
２
％
）

と
比
較
し
て
高
く
、
全
国
的
に

も
高
齢
者
率
の
高
い
地
域
で
あ

る
と
言
え
ま
す
。

尚
、
国
の
推
計
に
よ
る
と
、

日
本
の
人
口
は
平
成
10
年
代
後

半
を
ピ
ー
ク
に
減
少
を
始
め
、

平
成
26
年
に
は
１
億
２
６
５
９

万
人
に
な
る
と
予
測
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
に
対
し
、
南
部
町
・

南
部
川
村
で
は
、
１
９
８
０
年

代
か
ら
人
口
減
少
が
始
ま
っ
て

市町村名�
面積�

（　　）�
人口�
（人）�

産業別就業者割合（％）�
1次� 15歳未満�15～65歳�65歳以上2次�3次�

年齢別（3区分）人口割合�

南部川村�

和歌山県�
全国�

南部町�

2町村計�

94.18

4,726
377,873

1,069,912
126,925,843

26.08

120.26

6,626

8,108

14,734

56.3％�

28.1％�

41.4％�

20.2％�

28.8％�

24.7％�

23.5％�

43.1％�

33.9％�

10.6％�
5.0％�

26.4％�
29.5％�

62.2％�
64.3％�

18.5％�

16.2％�

17.2％�

14.9％�

14.6％�

63.9％�

67.9％�

21.2

17.3

57.4％�

60.8％�

59.3％�

24.1

22.9

23.5

新町の基礎指標�

資料：平成12年国勢調査

お
り
、
合
併
10
年
後
の
平
成
26

年
に
は
１
３，

８
７
０
人
と
、

現
在
よ
り
約
９
０
０
人
、
６
％

程
度
減
少
す
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
ま
す
。

新
町
で
は
、
全
国
的
に
少
子

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
現
在
の

住
民
は
今
後
も
住
み
続
け
る
施

策
の
推
進
と
と
も
に
、
地
域
で

の
雇
用
の
場
を
創
出
す
る
こ
と

に
よ
り
若
者
の
流
出
を
く
い
止

め
、
多
自
然
居
住
地
域
と
し
て

新
町
の
魅
力
を
発
信
し
、
都
市

か
ら
の
移
住
者
を
受
け
入
れ
る

な
ど
、
現
在
の
定
住
人
口
の
維

持
向
上
を
図
り
、
世
帯
数
は
現

状
程
度
の
維
持
向
上
を
目
指
し

ま
す
。
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兆
し
が
見
え
に
く
く
、
働
く
環

境
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
い

状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
新
町

に
お
い
て
は
、
梅
産
業
を
は
じ

め
特
徴
的
な
産
業
に
よ
っ
て
地

域
経
済
が
支
え
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
今
後
と
も
持
続
的
に
発
展

し
て
い
く
た
め
に
、
既
存
産
業

の
振
興
と
と
も
に
、
新
分
野
の

起
業
支
援
を
進
め
ま
す
。

教
育
・
文
化
の
充
実
・
創
造

人
々
の
価
値
観
が
多
様
化
し
て

い
る
中
で
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
社
会
と
の
連
携
を
通
じ
て
、

お
互
い
の
個
性
を
尊
重
し
、
思

い
や
り
の
気
持
ち
を
持
っ
た
心

豊
か
な
人
づ
く
り
を
展
開
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

新
町
で
は
、
心
豊
か
な
人
づ
く

り
を
め
ざ
し
、
子
供
か
ら
高
齢

者
ま
で
、
全
て
の
人
が
自
己
実

現
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。
又
、
ゆ
と
り
や
個
性
、

心
の
豊
か
さ
、
生
き
る
力
を
重

視
し
た
教
育
・
学
習
の
場
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
数
多

く
の
歴
史
的
・
文
化
的
資
源
に

恵
ま
れ
た
、
地
域
文
化
の
振
興

を
図
る
と
と
も
に
、
次
世
代
に

伝
え
る
し
く
み
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実

全
国
的
に
人
口
減
少
と
高
齢
化

が
進
展
す
る
中
で
、
生
き
が
い

の
持
て
る
高
齢
社
会
と
長
寿
志

向
、
安
心
し
て
子
育
て
の
で
き

る
社
会
と
、
一
人
一
人
の
健
康

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。新

町
で
は
、
高
齢
者
や
障
害

者
の
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
の

施
策
と
と
も
に
、
き
め
細
や
か

で
総
合
的
な
子
育
て
対
策
に
よ

り
、
一
人
一
人
の
主
体
的
な
健

康
づ
く
り
の
支
援
、
さ
ら
に
高

齢
者
や
障
害
者
が
生
き
が
い
や

目
標
を
持
っ
て
暮
ら
せ
、
安
心

し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

環
境
の
整
備
・
保
全

地
域
全
体
の
環
境
保
全
や
済

み
よ
い
生
活
環
境
づ
く
り
を
は

じ
め
、
地
域
で
安
心
し
て
く
ら

せ
る
体
制
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

新
町
で
は
、
全
て
の
人
に
住

み
よ
く
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち
、

自
然
資
源
の
保
全
と
と
も
に
環

境
に
や
さ
し
く
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

生
活
基
盤
の
整
備

生
活
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
、
安

全
性
、
利
便
性
、
さ
ら
に
快
適

性
の
確
保
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
従
来
か
ら
進
め
て
き
た
道

路
や
、
上
下
水
道
な
ど
の
生
活

基
盤
の
整
備
を
引
き
続
き
進
め

ま
す
。

新
町
で
は
、
高
速
道
路
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
や
幹
線
道

路
の
整
備
の
ほ
か
、
子
供
か
ら

高
齢
者
ま
で
安
心
し
て
憩
え
遊

べ
る
公
園
や
緑
地
の
整
備
充
実

を
進
め
ま
す
。

交
流
・
連
携
の
強
化

新
町
の
個
々
の
魅
力
あ
る
地

域
を
さ
ら
に
魅
力
あ
る
も
の
と

す
る
た
め
、
町
内
の
連
携
や
交

流
を
促
進
し
ま
す
。

又
、
高
速
道
路
の
開
通
や
地

域
幹
線
道
路
の
整
備
に
よ
り
、

圏
域
内
や
圏
域
間
が
よ
り
身
近

に
な
る
こ
と
か
ら
、
圏
域
全
体

の
活
力
を
向
上
す
る
た
め
、
圏

域
内
外
は
も
と
よ
り
、
国
内
外

も
含
め
た
交
流
・
連
携
を
促
進

し
ま
す
。

新
町
ま
ち
づ
く
り
の

施
策
と
基
本
方
針

新
町
の
将
来
像
を
実
現
す
る

た
め
の
ま
ち
づ
く
り
の
施
策
及

び
基
本
方
針
は
次
の
と
お
り
で

す
。

産
業
の
振
興
・
創
造

現
在
の
経
済
状
況
は
回
復
の
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重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

新
町
ま
ち
づ
く
り
の
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
、

将
来
像
実
現
や
課
題
解
決
に
当

た
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き

施
策
・
事
業
の
組
み
合
わ
せ
を

示
し
ま
す
。

①
梅
産
業
の
振
興
…
『
う
め
日
本

一
の
元
気
な
ま
ち
』

新
町
の
梅
産
業
は
ブ
ラ
ン

ド
・
生
産
量
と
も
に
日
本
一
で

あ
り
、
地
域
の
経
済
を
支
え
て

い
ま
す
。
し
か
し
近
年
、
国
内

他
産
地
の
生
産
量
増
大
、
輸
入

低
価
格
梅
干
の
増
加
な
ど
に
よ

り
、
紀
州
梅
の
消
費
に
つ
い
て

も
楽
観
が
許
さ
れ
な
い
状
況
で

あ
り
、
そ
の
対
策
が
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
地
域

を
支
え
る
基
幹
産
業
と
し
て
持

続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
、

県
立
梅
試
験
場
を
核
と
し
て
、

公
民
協
同
に
よ
り
６
次
産
業
を

ト
ー
タ
ル
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト

す
る
と
い
う
考
え
方
の
も
と
で

施
策
を
検
討
し
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

※
６
次
産
業
…
新
町
の
主
な

産
業
（
梅
、
備
長
炭
、
漁
業
）

は
、
栽
培
（
１
次
産
業
）
・
加

工
（
２
次
産
業
）
・
流
通
（
３

次
産
業
）
の
全
て
の
業
態
が
整

っ
て
い
ま
す
。
１
、
２
、
３
は

足
し
て
も
掛
け
て
も
６
に
な
る

こ
と
か
ら
、
業
態
・
業
種
を
超

え
て
そ
れ
ぞ
れ
が
連
携
し
、
産

業
全
体
を
盛
り
上
げ
て
い
く
と

い
う
意
味
を
込
め
て
６
次
産
業

と
言
い
表
し
ま
す
。

境
を
有
す
る
町
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
恵
み
を
効
果
的
に
生

活
と
融
合
さ
せ
る
た
め
に
は
、

相
互
の
連
携
と
交
流
が
必
要
で

あ
り
、
交
流
の
場
の
整
備
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
南
部
川
村
村
民

セ
ン
タ
ー
を
改
修
し
、
町
民
の

交
流
の
場
と
し
て
整
備
し
ま

す
。又

、
野
外
イ
ベ
ン
ト
、
遠
足

や
老
人
会
な
ど
の
集
ま
り
な
ど

で
住
民
が
憩
え
る
空
間
と
な
る

公
園
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
山
間
地
域
に
お
い

て
、
自
然
林
の
復
活
、
南
部
川

水
系
の
保
全
、
山
間
地
域
、
海

地
域
の
相
互
理
解
の
た
め
の
住

民
交
流
を
目
的
と
し
た
、
環
境

保
全
自
然
公
園
の
整
備
を
図
り

ま
す
。

③
中
心
市
街
地
の
魅
力
化
と
商
業

振
興
…
『
便
利
・
安
心
・
安
全
な

ま
ち
』梅

、
炭
、
魚
な
ど
他
産
業
と

商
業
の
連
携
に
よ
る
商
品
・
サ

ー
ビ
ス
の
魅
力
化
や
、
既
存
施

設
を
有
効
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
、
若
者
の
活
動
（
音
楽

等
）
の
空
間
（
ま
ち
な
か
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
会
場
）
の
提
供
な

ど
に
よ
り
、
中
心
市
街
地
の
魅

力
化
と
商
業
振
興
を
図
り
ま

す
。

又
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
運

行
、
公
共

施
設
の
駐

車
場
の
休

日
開
放
な

ど
に
よ
り
、

中
心
市
街

地
へ
の
ア

ク
セ
ス
の

確
保
を
検

討
し
ま
す
。

第６回　合併協議会は

７月１８日（金）

午後１時３０分

南部町役場３階大会議室

の
開
催
…
『
緑
豊
か
で
快
適
な
ま

ち
』

南
部
川
上
下
流
の
新
た
な
連

携
の
構
築
を
め
ざ
し
て
、
み
な

べ
川
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
仮
称
）
を

立
ち
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
等
住
民
組
織
の

活
動
の
相
互
交
流
や
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
通
じ
た
人

材
育
成
、
南
部
郷
を
取
り
巻
く

自
然
の
保
全
と
活
用
な
ど
、
全

町
で
の
取
り
組
み
な
ど
を
進
め

る
場
と
し
ま
す
。
又
、
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
活
動
を
よ
り
充
実
し
た

も
の
と
す
る
た
め
、
関
係
者
の

意
向
を
踏
ま
え
Ｎ
Ｐ
Ｏ
化
に
つ

い
て
も
検
討
し
ま
す
。

②
交
流
の
場
の
整
備
…
『
互
助
・

互
恵
の
ま
ち
』

新
町
は
、
南
部
川
の
源
流
か

ら
河
口
ま
で
一
水
系
全
て
を
包

含
す
る
こ
と
で
、
山
の
恵
み
と

海
の
恵
み
（
自
然
と
人
材
）
の

両
方
を
享
受
で
き
る
豊
か
な
環

④
合
併
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
…

『
永
く
住
み
た
い
魅
力
あ
る
ま
ち
』

健
康
・
福
祉
日
本
一
の
町
の

実
現
に
向
け
た
梅
林
ウ
ォ
ー
ク

（
仮
称
）
の
実
施
や
、
新
産
業

の
起
業
や
消
費
拡
大
の
Ｐ
Ｒ
を

狙
い
と
し
た
、
梅
、
備
長
炭
、

漁
業
に
よ
る
合
同
産
業
祭
（
仮

称
）
な
ど
、
各
分
野
に
お
い
て

合
併
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。

⑤
み
な
べ
川
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
仮
称
）

県立梅試験場の完成予想図
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編
集
・
発
行

南
部
町
・
南
部
川
村
合
併
協
議
会

南
部
町
・
南
部
川
村
合
併
協
議
会
だ
よ
り

本
誌
は
森
林
資
源
保
護
の
た
め
、

再
生
紙
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

�

後
藤
さ
ん
は
、
昭
和
60
年
か
ら

千
里
海
岸
を
中
心
に
ア
カ
ウ
ミ
ガ

メ
の
保
護
・
研
究
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
例
年
、
産
卵
が
始
ま
る
５
月

か
ら
10
月
に
か
け
て
活
動
さ
れ
て

お
り
、
特
に
５
月
下
旬
か
ら
８
月

に
か
け
て
は
、
毎
晩
夜
中
２
時
頃

ま
で
南
部
町
青
年
団
と
日
本
ウ
ミ

ガ
メ
協
議
会
（
大
阪
）
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
海
岸

を
パ
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
上
陸
数
は
、

１
４
２
頭
　
産
卵
数
は
61
頭
で
、

約

年
前
の
ピ
ー
ク
時
（
上
陸
数

１，

０
０
０
頭
余
、
産
卵
数
３
０

０
頭
余
）
と
比
べ
る
と
、
数
は
激

減
し
て
い
ま
す
が
、
本
州
で
は
一

番
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
つ
の
町
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、

「
山
に
は
山
の
自
然
と
い
う
す
ば
ら

し
さ
」
、
「
海
に
は
海
の
自
然
と
い

う
す
ば
ら
し
さ
」
を
共
有
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
ウ
ミ
ガ
メ
と
い

う
珍
し
い
野
生
動
物
は
、
自
分
た

ち
の
か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
あ

り
、
末
永
く
守
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
是
非

一
度
、
皆
さ
ん
に
ご
覧
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

私
は
年
齢
的
に
も
、
そ
う
若
く

は
な
い
の
で
、
将
来
的
に
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
よ
う
な
体
制
を
整

え
て
い
た
だ
い
て
、
中
断
す
る
こ

と
な
く
、
こ
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
保

護
・
研
究
を
続
け
て
い
っ
て
も
ら

え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

尚
、
後
藤
さ
ん
は
本
年
６
月
、
第

２
回
わ
か
や
ま
環
境
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

※
ウ
ミ
ガ
メ
の
観
察
に
つ
い
て
は
、

必
ず
南
部
町
役
場
内
　
南
部
町
教

育
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い（

７
２
ー
２
０
１
５
　

内
線
２
５
１
）

表
紙
写
真
提
供
　

南
部
町
ウ
ミ
ガ
メ
研
究
班
　

代
表
　
後
藤
清
さ
ん

※　まちづくり計画は、次回、

７月以降の協議会で毎回協議

し、確認して行く手順になっ

ています。協議の内容等につ

きましては、次回以降の合併

協議会だよりで順次お知らせ

する予定です。

後
藤
さ
ん
の
お
話

まちづくり計画について、詳しくは合併協議会

事務局（ ８４ － ３１８０）にお気軽にお問

い合わせ下さい。又、インターネットホームペ

ージにも掲載しています。アドレスは、

http://www.gappei-minabego.jp/ です。
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新町の将来像イメージ図
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